
 

人工内耳電池等購入費助成事

業

担当課／福祉事務所

１０万円

　（市100％）

聴覚障害のある児童が、人工

内耳を使う際の電池代や買い

替えの費用に対して、その一

部を助成します。

　機器の電池代が１か月あた

り数千円になることと、買い

替えが必要になる対外装用機

器も高額となるため、子育て

支援の一環として助成するも

のです。

保育所運営費負担金・すこや

か子育て支援事業（ひとり親

ふくむ）

担当課／子育て長寿支援課

８億４，６９７万円

（市27％、国県55％、その他

17％）

平成２２年４月現在、約８０

０人の児童が保育所に入所し

ています。これは、市内児童

の約６８．６％です。幼稚園

の入所児童も含めると市内児

童の約７７．７％が保育所及

び幼稚園を利用している状況

です。

市では、子育てにかかる保護

者の経済的負担の軽減を図り

、安心して子育てができるよ

う、保育所と幼稚園の保育料

について助成します。本来、

保育所の保育料は、国の保育

料基準により決められていま

すが、市独自の軽減措置によ

り保護者の負担軽減を図って

います。平成２２年度の市単

独軽減助成額は、８，２５３

万５千円です。


